
 資料－１  

平成 26 年 6 月 17 日 

第 1 回淀川水系水利用検討会 

 

 

本検討会における検討事項（案） 

 

 

【目的】淀川水系の水利用に関する現状と課題について認識を共有すると

ともに、関係者間の相互理解を醸成し、今後の水利用のあり方に

ついて検討を行う。 

 

 

１．淀川水系における渇水調整の考え方に関する事項 

 

 渇水調整に関する現状と課題 

 

 淀川水系における新たな渇水調整方法 

 

 

 

２．淀川水系における渇水リスクに関する事項 

 

 渇水等リスクに関する現状と課題 

 

 渇水等リスクに備えた水源確保の方策 

 

 

 

３．淀川水系における既存水資源開発施設の活用に関する事項 

 

 既存水資源開発施設の活用に関する現状と課題 

 

 上記検討事項を踏まえた既存水資源開発施設の活用 
例）琵琶湖の水位低下の緩和や河川の豊かな流れ・ダイナミズムの再生、利水者

間の転用、洪水調節への活用など 

 

 

 

 
※ 上記検討事項は、検討の進捗に伴い変更の場合があります。 



検討項目 平成26年度 平成27年度 平成28年度以降 ・・・・・

①渇水調整
の考え方

②渇水リスク

③既存水資
源開発施設
の活用

検討の流れ（案）

新たな渇水調整方法

新たな渇水調整方法の試行

既存水資源開発施設の活用

H26.6.17 第1回淀川水系水利用検討会

関係利水者間の相互理解に向けた調整

渇水等リスクに備えた水源確保の方策

※上記スケジュールは、検討内容及び検討の進捗に伴い変更の場合があります。

現状認識及び課題の整理

現状認識及び
課題の整理

現状認識及び課題の整理


